
参考様式第３０及び参考様式第３３の別添３

★ Ｄ 17 - 3 - 10

【事業概要】

【基幹事業との関連性】

【事業期間】

平成２７年度～平成２８年度

【平成２７年度事業費】

１　上水道整備　1,785m

２　下水道

　　計

　　＜内訳＞

下水道本管　1,665m（φ150mm～φ200mm）

宅内引込　　34箇所

マンホール　29箇所

小型マンホール　11箇所

※ この様式は、原則として、参考様式第３０及び参考様式第３３の別添２に記載した細要素事業ごと

に作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、

全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

172,630千円

7,050千円

14,030千円

1,900千円

平成24年度分　235,690千円

平成25年度分 　28,660千円

195,610千円

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

要綱上の
事業名称

(11)飲用水供給施設・排水施設整備事業

細要素事業名 平成27年度新地駅周辺被災市街地復興土地区画整理事業上下水道整備事業

全体事業費 ５２９，３００（千円）

　町役場に隣接し、JR常磐線及び新地駅の移設整備が予定される中島地区において、
津波防災に対応した面的市街地整備として、都市再生区画整理事業により新たに町の
シンボルとなる地区の整備を図ることとしている。
　当該事業は、宅地への基本的なライフラインを敷設するため、基幹事業とは別に上
下水道施設の整備を行うものである。

　本事業は、基幹事業である新地駅周辺被災市街地復興土地区画整理事業で整備する
ことができない公共施設整備であり、市街地整備に必要な上下水道施設の整備事業で
ある。
　当該事業は、基幹事業と一体的に進めることが不可欠であり、新地駅周辺地区全体
の事業促進に寄与するものである。
　（対象事業　D17-3　新地駅周辺被災市街地復興土地区画整理事業）

68,740千円

264,350千円



参考様式第３０及び参考様式第３３の別添３

★ Ｄ 17 - 3 - 11

【事業概要】

【事業期間】 平成２７年度～平成２８年度

【事業内容】 防火水槽　１箇所、　消火栓　３箇所

【平成２７年度事業費】

防火水槽

消火栓

【基幹事業】

事業番号と事業名 Ｄ１７－３ 新地駅周辺被災市街地復興土地区画整理事業

基幹事業との関連性

土地区画整理事業地区内における消防水利施設整備であり、道路工事・水道管

敷設工事の工程に併せて消火栓と防火水槽を敷設するもの。

※ この様式は、原則として、参考様式第３０及び参考様式第３３の別添２に記載した細要素事業ごと

に作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、

全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

計 7,780千円

全体事業費 ２４，３００千円

　町役場に隣接し、JR常磐線及び新地駅の移設整備が予定される中島地区におい
て、津波防災に対応した面的市街地整備として、都市再生区画整理事業により新
たに町のシンボルとなる地区の整備を図ることとしている。
　区画整理事業については、平成28年1月より順次宅地の引き渡しを行い、一部先
行する区域においては、仮換地の使用収益開始を平成28年5月に予定している。
　消火栓・防火水槽施設については、道路工事・水道管敷設工事に併せて実施
し、宅地引き渡しに遅延することなく実施することを目的としている。

5,190千円

2,590千円

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

要綱上の
事業名称

復興地域づくり加速化事業

細要素事業名 平成27年度新地駅周辺地区消防水利施設整備事業



参考様式第３０及び参考様式第３３の別添３

★ Ｄ 23 - 5 - 4

【事業概要】

【事業期間】 平成２７年度

【事業費】

平成27年度 工事費 11,700千円

計 11,700千円

【基幹事業】

事業番号と事業名 Ｄ２３－５ 雁小屋地区防災集団移転促進事業

基幹事業との関連性

※ この様式は、原則として、参考様式第３０及び参考様式第３３の別添２に記載した細要素事業ごと

に作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、

全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

全体事業費 １１，７００千円

　釣師地区の防集事業移転促進区域について、移転跡地の土地利用計画として事業中
の都市公園(釣師地区防災緑地)の整備にあたり、整備後も道路や駐車場、園路として
活用する区間の下水道管などの埋設管を迅速に処理し、復興地域づくりとしての防災
緑地の整備の加速化を図る。
　なお、釣師防災緑地の事業は津波減衰のための盛土工事や植樹などを既に着手して
おり、多くの工事車両の通行動線となっていることや撤去費用の比較を行った結果、
既設の埋設管についてモルタル等充填処理により施工するものである。

・事業地区　新地町釣師地区（移転促進区域）

　■管路充填工　⇒VUφ150：159.0m、VUφ200㎜：1,279.0m、取付管：134箇所
　■組立マンホール撤去工　⇒34箇所
　■塩ビ製マンホール撤去工　⇒12箇所

基幹事業の移転先である雁小屋地区は町内最大の戸数の防集団地であり、かつ雁
小屋地区入居者の従前居住地は今回事業対象の釣師地区が多数を占めている。こ
のため従前居住地を再生する一環として効果促進事業により下水道管の埋め殺し
処置を行う。

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

要綱上の
事業名称

復興地域づくり加速化事業

細要素事業名 釣師地区移転促進区域内埋設管等処理事業



参考様式第３０及び参考様式第３３の別添３

★ Ｄ 23 - 6 - 13

【事業概要】

【事業期間】 平成２５年度～平成２８年度

【事業費】

・平成２５年度　 測量調査設計

・平成２６年度　 測量調査設計

用地及び補償費

・平成２７年度　 測量調査設計 （今回提出分）

用地及び補償費 （今回提出分）

・平成２８年度 用地及び補償費 （次回以降提出分）

　 工事費 （次回以降提出分）

【基幹事業との関連性】

事業番号と事業名 Ｄ２３－６ 大戸浜地区防災集団移転促進事業

基幹事業との関連性

※ この様式は、原則として、参考様式第３０及び参考様式第３３の別添２に記載した細要素事業ごと

に作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、

全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

６，８００千円 「★D23-6-9」（既提出分）

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

要綱上の
事業名称

（２５）市街地復興関連小規模施設整備事業

細要素事業名 平成２７年度大戸浜今泉線道路整備事業

全体事業費 ４４，５００千円

　大戸浜防災集団移転団地の造成が平成２５年度に完成し、被災者の住宅再建が進み生
活環境の整備が必要となる。
　本路線は、新しく整備される大戸浜防災集団移転団地南側から、相馬市方面に向かう
主要地方道相馬亘理線へとつながる道路であり、買い物や緊急時の避難も含め被災住民
の生活向上に大きく寄与するものと想定される。現道は幅２ｍ程と狭い未舗装道路であ
り、車のすれ違いもできない道路で、地域の住民は不便を強いられていた。新しい住宅
団地を整備に伴い、更なる被災住民の利便性を図るため、今泉地区までの接続道路を整
備する。

　今回の提出は、測量調査設計、用地及び補償費を増額したい。
　また、調査設計を行った結果、当初計画していた待避所だけでは安全性を確保するこ
とが困難と判断して、待避所の追加及び幅員の拡幅を行うことにより用地費及び補償費
の増となった。

６，５００千円 「★D23-6-5」（既提出分）

４４，５００千円

　基幹事業による集団移転団地造成に伴い、新たな場所での生活再建が始まることか
ら、生活の利便性の向上を図るものである。

１，７００千円 「★D23-6-9」（既提出分）

３，５００千円

１，０００千円

２，０００千円

２３，０００千円


